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新聞の参加者 

 

 

竹山鉄工所トピックス ～竹山新聞～ 

 ２０２２年も早いものでもう終わってしまいます。 

 竹山鉄工所の１年も色々な出来事がございました。 

 こちらの毎月発行している竹山新聞でも載せきれない出来事が盛りだくさんでした。 

 この竹山新聞も始まりから約３年が経過しようとしておりますが、 

皆様から色々なお声をいただき、新聞製作側もとても励みにさせていただいております。 

 ぜひ今後も毎月の竹山新聞を楽しみにしていてください。 

 こんな竹山新聞のネタを見てみたいなどありましたら、ぜひ教えてください。 

 

 ２０２２年も多くの皆様に支えられ、心より感謝申し上げます。 

 来年も新型コロナウイルスによる影響が懸念されており、大変な時期が 

 続いておりますが、今後とも変わらぬご愛顧のほどお願い申し上げます。 

 

第３４号 

ホームページ 



新しい年を迎える時、皆さんはどんな初夢を見るでしょうか 

縁起が良い夢として「一富士二鷹三茄子」が挙げられます。一富士二鷹三茄子は、どんな意味を持つのでしょうか。 

由来・発祥・続き・読み方などについて調べてみました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも色々ないい夢があったので自分が見た初夢にどんな意味があるのか調べてみてはいかがでしょうか  

                      

一富士二鷹三茄子は六まで続きます。一富士二鷹三茄子があまりにも有名なので、                       

続きがあること自体に驚きです。 

そんな一富士二鷹三茄子の後ろに続く四、五、六の数字が示しているものは、一富士二鷹三茄子同様どれも昔の

人々にとって縁起の良いものばかりです。四は「扇（せん）」、五は「煙草 （たばこ）」、六は「座頭（ざとう）」です。 

これを続けて読むと、「一富士二鷹三茄子四扇五煙草六座頭（いちふじにたかさんなすびしせんごたばころくざと

う）」となります。 

一富士二鷹三茄子の由来や発祥には諸説ありましたが、その中で気になったのは、                     

徳川家康ゆかりの地である駿河の国（現在の静岡県）の名産が「富士・鷹・茄子」であることから              

「一富士二鷹三茄子」という言葉ができたという説です。天下人である徳川家康の影響力の大きさを垣間見ることが

できます。 

  

「一富士二鷹三茄子」と「四扇五煙草六座頭」がそれぞれ対応しているという説があります。 

富士と「扇」は末広がりのため子孫繁栄や商売繁盛を意味し、「鷹」と「煙草」はいずれも煙が                 

上昇していくことから運気が上昇するという意味。また、「茄子」と「座頭」はどちらも毛がないことから「怪我無い」と

引っ掛けて家内安全や身体健康の意味があるとされます。 

また、「一富士二鷹三茄子」だけで見てみると語呂合わせだという説もあります。富士山を「不死」と引っ掛けること

で不老長寿の意味、同様に鷹は「高い」と引っ掛け出世の意味を持ちます。茄子は「成す」と引っ掛け物事が上手くい

くという意味です。 

このように、「一富士二鷹三茄子」が縁起物といわれるようになったのは、昔から日本人が験担ぎを大切にしていた

ということが大きいようです。 

いくら一富士二鷹三茄子を夢で見たいと願ってもそう簡単に見ることはできません。 

そこで、昔から言われている「良い夢を見る方法」をご紹介します。 

それは、枕の下に宝船の絵を入れて寝るという方法です。 

宝船とは、福の神とされる七福神が乗った船です。宝船の絵を枕の下に入れて寝ることで、良い夢は正夢に、悪い夢

は幻の獣「漠」が食べてくれるという昔からの言い伝えがあります。 

また、その宝船の絵に「長き夜の遠（とお）の眠（ねぶ）りの皆（みな）目覚め波乗り舟の音の良きかな」という回文を 

書くと良いと言われます。（回文とは、前から読んでも後ろから読んでも同じ文になるもの）。この回文には、良い事

が長く続くようにという願いが込められています。 



皆さんは初詣の意味やいつまで初詣何だろう？と考えたことはありませんか？ 

今回は、初詣の正しい意味や由来、その期日や参拝の注意点などをまとめてみました。 

初詣の意味 

初詣とは、年が明けてから初めて神社や寺院などに参拝する行事で、一年の感謝を          

捧げたり、新年信治と平安を祈願したりします。所産・初参り（初参り）ともいうそうです。 

                                                                    

初詣のルーツは、平安時代から伝わる「年籠り（としごもり）」という風習だと言われています。  

「年籠り」とは、神社の  氏子の家々の家長が、大晦日の夕方から元日の朝にかけて、氏神様の  

いる神社にこもり、新年の豊作や安全を夜通し 祈るというものですが、時代を経てこの「年籠り」

が、大晦日にお参りする「除夜詣」と、元旦にお参りする「元日詣」に  分かれたのではないかと  

考えられています。江戸時代には、元日詣は「恵方詣」とも呼ばれており、人々はその年の恵方に  

ある神社にお参りしていました。「恵方」とは、節分の時によく聞かれる言葉ですが、その年の縁起の

いい方角のことを言います。ちなみに、恵方というのは「子（ね）、丑（うし）、寅（とら）、卯（う）…」の

十二支と、「甲（きのえ）、乙（きのと）、丙（ひのえ）、丁（ひのと）…」の十干（じっかん）を組み合わせた

もので、全部で60通りになります。その後、時代の流れで、元日のお参りだけが残り、また交通網の

発達などにより、恵方にこだわらず、好みや思い入れのあるお寺や神社にお参りに行くようになっ

たと考えられています。                                  

初詣はいつまでに行くもの？                                                         

最長の期日は？初詣は通常、3が日の間に行く人も多いですが、松の内（7日、あるいは15日）の間

に行けばいいでしょう。1年の初めに、ということなので、遅くとも1月中位には済ませたいですね。

1月中の間に、ゆっくり時間をとって初詣に出かけるといいかもしれません。                               

初詣に関する疑問や注意点とは？                                         

おみくじは持ち帰ったらいいの？                                                      

おみくじは、その年の吉凶を占うもの。運試しのようなものです。引いた後のおみくじは、神社の 

ルールに従って、神社の木などに結んで帰る場合が多いです。これは「身を結ぶように」という祈り

から来た風習だと言われますが、良い結果は持ち帰って、普段から身につけておくと良いとも   

言われています。                                                         

帰り道の寄り道は？                                                               

一説によると、初詣の帰り道に寄り道をすると、せっかくいただいた福徳が落ちてしまうという説が

あります。初詣の後は、みんなでちょっと一息着こう、と食事などに出かける人も多いのですが、  

もしかしたら、まっすぐ家に帰ったほうがいいかもしれません。                        



            

 

 

 

新たなマスコットキャラクター？ 

 現在竹山鉄工所ではいくつかマスコットキャラクターが 

 いるのですが、先日新たにマスコットキャラクターになるかも 

 しれないキャラクターが現れました。 

 その名は 

 「竹山戦隊 タクレンジャー」 

 先日は海を汚す悪者と戦っている所を目撃しました。 

 彼の詳細な情報はまだわかっていませんが、 皆さんもどこかで 

見かけるかもしれません。 

 見かけた際にはぜひ声をかけてください。 

今年の漢字 

２０２２年の漢字が発表されましたね。 

今回は「戦」という漢字が選ばれており、 

「戦」争の恐ろしさ、物価高騰などによる生活面での 

「戦」い、スポーツなどの熱「戦」・挑「戦」などが 

理由になっているようですね。 

 

竹山鉄工所もコロナなどとの戦いに負けずに 

２０２３年も頑張っていきたいと思います。 

ちなみに皆さんの今年１年を漢字１文字で表すとしたら 

なんでしょうか？ 

知っていましたか。 

  新年があけてからすることの１つに初詣がありますよね。 

  そんなお参りをする際に「二礼・二拍手・一礼」というのを聞いたことがあると 

  思いますが、これは何を表しているか知っていますか。 

  所説はあるそうですが、 

  二礼の１度目のお辞儀は、挨拶でするお辞儀と同じ意味があり、２度目のお辞儀は神様への 

  敬意を表していると言われています。 

  二拍手は神様を拝む時の作法としていると考えられています。 

  一礼はお参りが済んだことに対するお辞儀で「失礼しました」や「ありがとうございました」などの 

  意味があると言われています。 

   

  普段からやっている人もぜひ意味をこめながらやってみるといいかなと思います。 


